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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，近年の学習科学で国際的に着目されている「エピステミック学習理
論」を応用し，高度情報化社会に対応した科学関連情報評価能力の理論化を行い，その育成手法と実践モデルの
開発に取り組むことであった．研究方法については，この研究目的の達成のために，学際的な共同研究体制を組
織した．2020年度は，科学関連情報評価能力の理論化を中心に研究を進めた．2021年度以降は，科学関連情報評
価能力の育成手法と実践モデルの開発，研究実践フィールドにおける実証実験を実施した．その結果，高度情報
化社会に対応した科学関連情報評価能力を理論化するとともに，その育成手法と実践モデルを開発することがで
きた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to apply the internationally recognised learning theory of
 "epistemic cognition" from the learning sciences to theorise the ability to evaluate scientific 
information in an advanced information society. Additionally, we aimed to develop training methods 
and practical models for cultivating this ability. To achieve these objectives, we organised an 
interdisciplinary collaborative research team. In the fiscal year 2020, our research focused 
primarily on theorising the evaluation ability of scientific information. From the fiscal year 2021 
onward, we developed training methods and practical models and conducted empirical experiments in 
research practice fields. As a result, we successfully theorised the ability to evaluate scientific 
information in an advanced information society and developed effective training methods and 
practical models for its cultivation.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
情報詐欺被害の拡大やフェイクニュースの拡散など，現代社会に新たな問題が引き起こされている．このような
現代社会においては，高度な科学関連情報について，専門的知識を持たない市民であっても，情報について信頼
できるかどうかの規準を持ち，複数の情報の真偽判断のみならず比較・統合するなどの高次思考を駆動できる認
識的な資質・能力・態度の育成が，教育学研究における喫緊の課題であった．高度情報化社会に対応した科学関
連情報評価能力を理論化するとともに，その育成手法と実践モデルを開発した本研究は，この課題の解決に資す
るものであり，今後の同分野の研究に対して重要な知見を提供したと考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 第 5 期科学技術基本計画における「Society 5.0」が象徴するように，高度な情報技術によって
仮想空間と現実空間の融合が加速しようとしている．現代社会および近未来社会に生きる人々
は，医療，健康，食品，災害といった日常生活の中で高度な専門的情報を参照することが求めら
れる状況において，必要な情報を必要なときに入手することができるので，主体的で合理的な意
思決定や判断を行うことができる．また，都会と地方の格差や貧富の格差などによらず，さまざ
まな情報へのアクセスが誰にでも可能となるため，社会全体として生活の質（QOL）はますます
高くなると予想される． 
 しかしながら，高度情報化は現代社会に新たな問題を引き起こしている．代表的な問題は，デ
ィープフェイクを利用した情報詐欺被害である．例えば，振り込め詐欺やフィッシング詐欺には，
人工知能を活用した合成音声や合成映像などが利用され始めている．また，ワクチンやウィルス
や健康食品に関するフェイクニュースが SNS などを通じて社会に拡散してきている．こうした
高度情報化社会ならではの社会問題は，有効な解決策がないままに深刻化している．この社会問
題解決に資する資質・能力・態度の育成は，教育学の重要な課題である． 
 この課題に対して，従来の教育学においては，主として，情報活用能力の育成に関する研究が
行われてきた．ところが，そのほとんどは，情報発信元を特定し，その発信元の信頼度を評価す
るという範疇に留まっている．様々な発信者が多種多様な情報を発信する中でフェイク情報が
大量に拡散しているポスト真実社会においては，従来の情報活用能力では，大量の情報の中で何
が真実なのか，何が価値ある情報なのかを判断することが困難である．専門的知識を持たない市
民であっても，情報について信頼できるかどうかの規準を持ち，複数の情報の真偽判断のみなら
ず比較・統合するなどの高次思考を駆動できる認識的な資質・能力・態度の育成に教育学の研究
は貢献する必要があるが，その貢献はいまだ行われていない． 
 
２．研究の目的 
 そこで，本研究においては，多くの市民が専門的知識を必ずしも持っていない健康や医療など
の高度な科学関連情報について，専門的知識を持たなくとも情報の信頼性や妥当性を適切に評
価できる高次の資質・能力・態度の総体を「科学関連情報評価能力」と暫定的に定義し，近年の
学習科学で国際的に着目されている「エピステミック学習理論」を応用して，高度情報化社会に
対応した科学関連情報評価能力の理論化を行うとともに，その育成手法と実践モデルの開発を
目的とする． 
 
３．研究の方法 
 研究目的の達成のために，学際的な共同研究体制を組織している．研究代表者の山口が科学教
育・学習科学の専門的立場から，研究分担者の杉本が情報科学の専門的立場から，望月が情報教
育・学習科学の専門的立場から，坂本が発達心理学・学習科学の専門的立場から，増本が高齢者
心理学の専門的立場から，木村が身体運動システム学の専門的立場から，佐藤が運動生化学の専
門的立場から，それぞれ本研究に参画している．また，大学院生などを研究協力者として依頼す
る予定である． 
 
（1）2022 年度の研究方法 
 2020 年度は，科学関連情報評価能力の理論化を中心に研究を進める．科学関連情報評価に関
する資質・能力・態度特性ならびに，それらの獲得や駆動を支える環境特性を解明し，エピステ
ミック学習理論を応用してそれらを体系的に整理する．併せて，科学関連情報評価能力のフレー
ムワークを策定する．次年度以降に向けた科学関連情報評価能力の育成手法と実践モデル開発
のための基盤を整備する． 
 
（2）2021 年度以降の研究方法 
 2021 年度以降は，科学関連情報評価能力の育成手法と実践モデルの開発と，研究実践フィー
ルドにおける実証実験を実施する予定である．前年度の研究から得られた科学関連情報評価に
必要な資質・能力・態度に基づいて，科学関連情報評価能力のための教育目的を設定する．科学
関連情報評価能力に関する教育内容を開発するとともに，学習科学の研究成果を応用した教育
方法を開発する．さらに，量的分析および質的分析の観点から，科学関連情報評価能力に特化し
た教育評価を開発する．これらの科学関連情報評価能力に特化した教育目的・方法・内容・評価
を統合したプログラムを実施し，効果測定のためのデータを収集・分析する．なお，実証実験に
ついては，新型コロナウイルス感染症拡大の影響に応じて，その実施方法について検討を行う． 
 本研究は，個人情報を伴うアンケート調査やインタビュー調査，ビデオ記録などを含むために，
一般的に人を直接の対象とする研究に該当する部分を有しており，細心の倫理的配慮のもとに
実施されることが必須である．研究代表者と研究分担者が最大限の注意を払うとともに，所属機
関における行動規範や倫理規程に即した研究活動を行う． 



 
４．研究成果 
（1）2020 年度の研究成果 
 2020 年度は，科学関連情報評価能力の理論化を中心に研究を進めた．2020 年度の研究成果に
ついては，次の通りであった． 
①科学関連情報評価に関する資質・能力・態度特性ならびに，それらの獲得や駆動を支える環境
特性を解明し，エピステミック学習理論を応用してそれらを体系的に整理することに着手した． 
②併せて，科学関連情報評価能力の暫定的フレームワークの策定に着手した． 
③次年度以降に向けた科学関連情報評価能力の育成手法と実践モデル開発のための基盤を整備
した． 
 2020 年度の研究成果の発表に関しては，学会発表として，日本教育工学会 2021 年春季全国大
会において研究成果の一部を発表した． 
 
（2）2021 年度の研究成果 
 2021 年度は，科学関連情報評価能力の育成手法と実践モデルの開発，研究実践フィールドに
おける実証実験を実施した．2021 年度の研究成果については，次の通りであった． 
①前年度の研究から得られた科学関連情報評価に必要な資質・能力・態度に基づいて，科学関連
情報評価能力のための教育目的を設定した． 
②科学関連情報評価能力に関する教育内容を開発するとともに，学習科学の研究成果を応用し
た教育方法を開発した． 
③さらに，量的分析および質的分析の観点から，科学関連情報評価能力に特化した教育評価を開
発した． 
④これらの科学関連情報評価能力に特化した教育目的・方法・内容・評価を統合した実践モデル
の実証実験を実施し，効果測定のためのデータを収集・分析した．なお，実証実験については，
新型コロナウイルス感染症拡大の影響に応じて，その実施方法について検討を行った． 
 2021 年度の研究成果の発表に関しては，教育システム情報学会誌，The 19th Biennial EARLI 
Conference，日本教育工学会 2022 年春季全国大会，日本科学教育学会第 45 回年会，日本理科教
育学会第 71 回全国大会において研究成果の一部を発表した．また， International Society of 
Learning Sciences Annual Meeting 2022に採択された．この他，研究成果の一部を公表した図
書が 2022 年 6 月に刊行された． 
 
（3）2022 年度および 2023 年度の研究成果 
 2022 年度および 2023 年度は，研究実践フィールドにおける実証実験を実施した．前年度に引
き続き，科学関連情報評価能力に特化した教育目的・方法・内容・評価を統合した実践モデルの
実証実験を実施し，効果測定のためのデータを収集・分析した． 
 2023 年度の研究成果の発表に関しては，理科教育学研究（日本理科教育学会）および科学教
育研究（日本科学教育学会）の雑誌論文，2022 年度日本理科教育学会九州支部大会ならびに日
本理科教育学会第 73 回全国大会の学会発表として研究成果を公表した． 
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